
1 

 

                        

 

リン含有ＰＣＢ油前処理設備の設置に伴う外部洗浄室等の 

設備の解体・払出しについて 
 

１．背景と経緯 

  リン含有ＰＣＢ油を水熱分解設備にて無害化処理するため、妨害物質である油中のリンを除

去する前処理設備を設置することとしている。 

この前処理設備は、主として外部洗浄室に設置するが、一部の設備については安定器検査室

に設置するため、外部洗浄室及び安定器検査室の関連機器等を解体して払い出す必要がある。 

このため、「設備更新のための解体・払出しマニュアル」（平成 27 年 9 月 30 日開催の東京Ｐ

ＣＢ処理事業部会で制定）に基づく「リン含有ＰＣＢ油前処理設備の設置に伴う外部洗浄室等

の設備解体処理計画及び実施計画」を立案し、平成 29 年 11 月 13 日開催の東京ＰＣＢ処理事

業部会において審議・承認いただいた。 

今後、同計画に基づき外部洗浄室等の設備の解体・払出しを行うこととしている。 

なお、リン含有ＰＣＢ油の処理に係るこれまでの検討の経緯と今後の予定は表―１のとおり

である。 

 

２．外部洗浄室等の設備解体処理計画及び実施計画の概要 

  東京ＰＣＢ処理事業部会で審議・承認いただいた「リン含有ＰＣＢ油前処理設備の設置に伴

う外部洗浄室等の設備解体処理計画及び実施計画」を別添に示す。 

  同計画の概要は以下のとおりである。 

 

（１）解体の対象設備と払出し廃棄物量 

  外部洗浄設備は、屋外での使用・保管などで外面に泥・錆が付着した容器を対象に、泥・錆 

（PCB 汚染なし）をドライアイスブラストにより事前に除去することを目的に設置されたが、 

平成１７年９月に非 PCB 機器を用いて試運転を行って以降、これまで実 PCB 廃棄物機器での使

用履歴はない。 

  また、安定器検査室の設備は、梱包された安定器保管容器の受入・各種検査を行うことを目

的に設置されたが、東京ＰＣＢ処理事業所では安定器の処理を行わないこととなったため、試

運転を含めて、これまで使用履歴はない。 

  解体の対象となる外部洗浄室及び安定器検査室（いずれもレベル１の管理区域）の関連機器

等と解体に伴う払出し廃棄物量は表―２に示すとおりであり、全体で約４０トンと見込んでい

る。 

  なお、外部洗浄室内に設置されているドレン受槽の解体・払出しに伴い、このドレン受槽に

ドレン水を排出しているトランス解体室（レベル２の管理区域）内の空気圧縮機も併せて解

体・払出しを行う。 

また、既存建屋の構造面の安全確保のため、外部洗浄室の床面に施されている基礎コンクリ 

ートも撤去する。 
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表―１ リン含有ＰＣＢ油の処理に係る検討経緯及び今後の予定 

年  度 主な実施事項と今後の予定 

平成２６年度 

実施

済み 

 

 

モデル化合物を用いたリン除去試験の実施 

東京事業部会にリン含有 PCB 油の前処理方法に係る調査を行うこ

と及び調査結果について報告 

環境安全委員会にリン含有 PCB 油の前処理方法に係る調査を行う

ことについて報告 

平成２７年度 

実油のリン含有 PCB 油を用いた除去試験及び水相からのリン化合

物の析出についての追加調査を実施 

東京事業部会に調査結果及び前処理のプロセスについて報告 

環境安全委員会に調査結果について報告 

平成２８年度 

技術部会に調査結果、今後の処理方針、実証設備の設備構成及び

実証試験の実施項目等について報告、審議 

東京事業部会に技術部会における検討状況を報告 

環境安全委員会に実証設備の設置について報告 

実証設備の基本設計 

平成２９年度 

東京事業部会に外部洗浄室の解体・払出しの基本的考え方につい

て報告、 

また、外部洗浄室等の設備解体処理計画及び実施計画を審議・承

認 

実証設備の実施設計、実証設備の設置 

今後

の予

定 

環境安全委員会に外部洗浄室等の設備解体処理計画及び実施計画

について報告 

実証実験の実施 

外部洗浄室等の解体・払出し 

平成３０年度 実機設備の設計・設置・試運転 

平成３１～ 

  ３３年度 

リン含有ＰＣＢ油の処理 

（リン含有ＰＣＢ油２５８ｋＬ、保管タンク洗浄油１０ｋＬ） 

 

表―２ 解体対象設備と払出し廃棄物の見込み量 

 解体対象設備 払出し廃棄物量 

外部洗浄室 洗浄装置（ブラスト装置※）、ロボット、ロボット昇降

装置、空気圧縮機、ドレン受槽及び移送ポンプ、空気

除湿器、ロボットティーチング作業床、集塵機、洗浄

ブース、搬送台車、動力制御盤、基礎コンクリート 

 

約３３トン 

安定器検査室 搬送コンベア、安定器保管容器クレーン、保管パレッ

ト仮置テーブル、安定器検査用ハンドクレーン、ドラ

ム缶用治具、空気圧縮機、ドレン受槽及び移送ポンプ、

操作盤 

 

約５トン 

※洗浄装置（ブラスト装置）は、一般管理区域の受入室に設置されている。 
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（２）設備の汚染状況調査 

  外部洗浄室については平成２９年２月６日に３６箇所について、安定器検査室については平

成２９年８月１８日に１８箇所について、低濃度ＰＣＢ含有廃棄物に関する測定方法（表面拭

き取り試験）により機器の表面等のＰＣＢ濃度を測定した。 

調査の結果、外部洗浄室については台車の床面と洗浄ブース内ドア付近のコンクリート床面

の２箇所において、安定器検査室については空気圧縮機の１箇所において０．０１㎎／１００

㎠で、その他の５１箇所は定量下限値（０．０１㎎／１００㎠）未満であり、すべて無害化処

理認定施設への払出しが可能な基準（１㎎／１００㎠未満）を下回る低濃度レベルであった。 

 

（３）解体廃棄物の分類 

設備の汚染状況調査の結果、すべて無害化処理認定施設への払出しが可能な基準を下回る低

濃度レベルであることから「低濃度汚染物」として無害化処理認定施設に払い出す。 

 

（４）払出しの方法 

払出しを行う前に、改めてＰＣＢ濃度を測定し、無害化処理認定施設への払い出しが可能で

あることを確認する。 

運搬に当たっては、国の定める「低濃度ＰＣＢ廃棄物収集・運搬ガイドライン」を順守する。 

無害化処理認定施設への払出しは、鉄製（ＳＳ４００）の漏れ防止型容器（外形寸法：Ｗ 

１５００×Ｄ１０００×Ｈ１０００ｍｍ、内容量：約１．５㎥）にて運搬し、運搬容器は、容

器を含めてそのまま処理を行い、再利用はしない。 

江東区の通行は、青海地区を除き首都高速道路及び国道を使用する。 

 

（５）スケジュール 

解体工事及び廃棄物の払出しを次の通り実施する予定である。 

解体工事   ：平成２９年１２月～平成３０年３月 

    廃棄物の払出し：平成３０年１月～ 


